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2025仙台市下水道フェア  

第 24回川柳コンクール・第 3回デザインマンホールコンテスト 
 

ご あ い さ つ 

 

今年度は、川柳コンクールは６７４作品、デザインマンホールコンテ

ストは３３０作品の応募をいただきました。素晴らしい作品を数多くお寄

せいただき、心より感謝申し上げます。 

 

仙台市下水道フェア実行委員会では、みなさまに下水道への関

心を深めていただき、身近な水環境について考えるきっかけにしてい

ただきたいという思いから、作品を募集いたしました。 

 

下水道は、汚れた水をきれいにして川や海に帰す役割を担うととも

に、浸水被害の軽減にも欠かせない大切な社会基盤です。 

 

仙台市内には約 14 万個のマンホールがあり、下水道管の総延長

は約 5,000km、北海道と沖縄を往復できるほどの長さがございます。 

   

今回のコンクールやコンテストをきっかけに、下水道により一層の

関心を持っていただければ幸いです。 

 

 

  令和 7年１０月吉日            

仙台市下水道フェア実行委員会   

会長 仙台市建設局長 佐藤 秀樹 
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2025 仙台市下水道フェア第 24 回川柳コンクール 

応募者数 

 人 数 作 品 数 

小 学 生 47 校  203 名 310 句 

中 学 生 13 校  120 名 191 句 

小 計 60 校  323 名 501 句 

一 般 94 名 173 句 

合 計 417 名 674 句 

 

選者紹介 

雫石 隆子 さん  (宮城県川柳連盟理事長） 

鈴木 俊光 さん （アナウンサー・パーソナリティ ） 

佐藤 秀樹  （仙台市建設局長） 
 

 

 

＜仙台市下水道フェア実行委員会構成団体＞ 
・全環衛生事業協同組合 
・公益社団法人 全国上下水道コンサルタント協会東北支部 
・全国ヒューム管協会東北支部 
・一般社団法人 仙台建設業協会 
・仙台リバーズネット・梅田川 
・公益社団法人 日本下水道管路管理業協会東北支部 宮城県部会 
・宮城県管工業協同組合 
・公益社団法人 宮城県生活環境事業協会   
・仙台市建設局 
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【講評】 選者 雫石 隆子 

（宮城県川柳連盟理事長） 

 

猛暑から酷暑と言われるほどの暑い夏、二十四

回を重ねた川柳コンクールの募集がありました。 

学生さんたちは夏休み中の作句だったと思います

が、いつにも況して完成度の高い作品が集まりました。 

本音の文芸と言われる川柳、暑さと奮闘しながら

発見のある作品、また感性豊かな表現もありました。 

どれも「水」への賛歌です。日本中が線状降水帯

や台風に見舞われ、水の大切さへの気づきですが、

未来へのつなぎを作品に込めています。 

「SDGｓ」の考え方が、小中学生に浸透している事

が解り教育の現場にも感謝です！ 

仙台には伊達政宗由来の四ツ谷用水があります。

一部は今も機能しており、郷土の誇りです。 

目には見えない下水道への感謝は、これからも子

らの視野を広げる習慣になり、思考を深くしてくれること

と思います。 

 

沢山の秀句との出あいをありがとうございました。



選者 雫石隆子 

4 

 

ジ
ュ
ニ
ア
賞 

未
来
へ
と 

つ
な
ぐ
命
水
（名
水
） 

広
瀬
川 

仙
台
市
立
立
町
小
学
校
六
年 

佐
藤 
由
惟 

  

特 

選 節
水
は 未

来
へ
つ
な
ぐ 

あ
い
こ
と
ば 

宮
城
県
仙
台
二
華
中
学
校
二
年 

髙
際 

智
之
進 

 

   

 

【
評
】 

四
ツ
谷
用
水
が
開
か
れ
て
四
百
年
。
未
だ

に
そ
の
恩
恵
は
仙
台
を
潤
す
。
こ
の
先
、

未
来
も
広
瀬
川
を
守
り
、
美
し
い
ふ
る
さ

と
を
次
代
に
繋
ぎ
た
い
と
思
う
。 

  

【
評
】 

産
湯
か
ら
末
期
ま
で
水
に
始
ま
り
、
水

で
終
わ
る
人
間
の
一
生
。
人
類
の
未
来
が

豊
か
で
あ
る
よ
う
、
美
し
い
水
を
未
来
に

つ
な
ぐ
使
命
を
私
た
ち
は
持
って
い
る
。 

 



選者 雫石隆子 
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秀 

逸 水
飲
み
場 

部
活
終
わ
り
は オ

ア
シ
ス
化 

宮
城
県
仙
台
二
華
中
学
校
二
年 

木
村 
匠
汰 

 

秀 

逸 青
き
星 

ま
も
る
礎 

め
ぐ
る
水 

青
葉
区 

小
澤 

孝
行    

 【
評
】 

下
五
は
句
の
要
点
、
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
作
品
の
「
オ
ア
シ
ス
化
」
に
感
銘
し
ま

し
た
。
ど
れ
ほ
ど
頑
張
って
練
習
を
し
た
の

か
を
想
像
で
き
ま
す
。
水
を
飲
ん
で
終
わ

る
部
活
動
の
賑
や
か
さ
、
楽
し
さ
は
下
五

の
「
オ
ア
シ
ス
化
」
に
言
わ
せ
て
い
ま
す
。 

  

【
評
】 

「
地
球
は
青
か
っ
た
」
と
宇
宙
か
ら
見
た
地

球
の
感
想
を
述
べ
た
の
は
宇
宙
飛
行
士
一

号
の
ガ
ガ
ー
リ
ン
。
温
暖
化
に
よ
る
異
常

気
象
が
地
上
を
痛
め
つ
け
て
い
る
。
地
球

を
守
る
た
め
、
第
一
に
「
水
」
資
源
を
大
切

に
し
た
い
。 

 



選者 雫石隆子 

6 

入 

選 熱
帯
夜 

朝
一
番
の 

お
水
か
な 

仙
台
市
立
燕
沢
小
学
校
四
年 

吉
田 
樹
生 

 

入 

選 生
き
物
は 

 
 

 
水
を
た
よ
って 生

き
て
い
る 

仙
台
市
立
上
杉
山
通
小
学
校
二
年 

市
川 

颯
己    

 

【
評
】 

ま
あ
ど
ん
な
に
美
味
し
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
「
朝
一
番
」
と
中
七
の
数
詞
が
作
品
を

引
き
締
め
ま
し
た
。
猛
暑
か
ら
酷
暑
と
ま

で
言
わ
れ
た
今
夏
が
偲
ば
れ
る
作
品
で

す
。 

  

【
評
】 

こ
の
作
品
も
中
七
の
措
辞
が
素
晴
ら
し

い
！
水
を
頼
っ
て
、
と
二
年
生
で
描
け
る
こ

と
に
驚
き
で
す
。
人
間
や
動
物
だ
け
で
な

く
、
植
物
も
水
が
な
け
れ
ば
命
を
得
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
水
は
生
き
も
の
に
不

可
欠
で
す
。 

 



選者 雫石隆子 
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入 

選 

と
う
明
な 

水
は
資
源
だ 

大
切
に 

仙
台
市
立
燕
沢
小
学
校
四
年 

伊
藤 
澄
人 

 

入 

選 

全
身
で 

杜
が
感
じ
る 

水
の
呼
吸 

太
白
区 

北
田 

掌
子    

 

【
評
】 

私
た
ち
の
活
動
を
支
え
る
水
は
、
た
し
か

に
貴
重
な
資
源
で
あ
る
。
作
者
は
「
と
う

明
」
と
こ
だ
わ
っ
て
い
る
。
海
外
を
旅
行
す

る
と
、
日
本
の
水
道
水
の
安
心
安
全
に
あ

ら
た
め
て
感
謝
を
感
じ
ま
す
。 

  

【
評
】 

劇
画
「
鬼
滅
の
刃
」
か
ら
触
発
さ
れ
た
作

品
で
し
ょ
う
か
？
感
覚
的
な
一
句
で
す
。

下
水
道
を
人
間
の
血
管
に
喩
え
て
、
暮
ら

し
に
な
く
て
は
な
ら
ぬ
も
の
と
し
て
感
謝

を
表
し
て
い
ま
す
。 

 



選者 雫石隆子 
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入 

選 

す
く
って
は 

手
か
ら
こ
ぼ
れ
る 

水
の
月 

聖
ウ
ル
ス
ラ
学
院
英
智
小
・中
学
校 

七
年 

岩
根 
美
來 

 

入 

選 ス
ラ
ン
バ
ー 眠

る
街
に
も 流

れ
あ
り 

宮
城
野
区 

佐
藤 

祐
治    

 

【
評
】 

感
性
の
豊
か
な
作
品
で
す
。
水
に
映
っ
た

月
を
手
で
掬
う
、
そ
う
し
な
い
で
は
い
ら

れ
な
い
程
の
美
し
い
夜
な
の
で
し
ょ
う
。
月

へ
の
ロ
マ
ン
も
薄
れ
て
た
昨
今
と
は
言
え
、

宇
宙
へ
の
憧
れ
は
万
人
の
も
の
で
し
ょ
う
。 

  

【
評
】 

伊
坂
幸
太
郎
氏
の
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ス
ラ
ン
バ

ー
」
の
舞
台
に
な
っ
た
仙
台
。
作
者
は
地

下
水
道
に
ス
ラ
ン
バ
ー
の
語
感
、
意
味
を

重
ね
て
、
地
下
で
市
民
の
暮
ら
し
を
支

え
る
下
水
道
へ
の
感
謝
を
込
め
た
作
品
で

す
。 

 



選者 雫石隆子 
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入 

選 

災
害
多
発 断

水
で
知
る あ

り
が
た
さ 

宮
城
野
区 

矢
野 
力 

 

入 

選 

下
水
道 

水
と
く
ら
し
を つ

な
い
で
る 

仙
台
市
立
八
本
松
小
学
校
四
年 

大
沼 

奏
介    

 

【
評
】 

日
本
各
地
が
線
状
降
水
帯
で
浸
水
し
た

り
、
台
風
や
竜
巻
被
害
も
あ
り
ま
し
た
。

あ
の
十
四
年
前
の
断
水
で
は
、
梅
田
川
へ

水
汲
み
に
行
き
ま
し
た
。
水
道
水
の
有
難

さ
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
で
す
ね
。 

  

【
評
】 

毎
日
、
水
に
触
れ
て
下
水
道
を
意
識
す

る
こ
と
は
少
な
い
。
し
か
し
、
下
水
道
が

な
け
れ
ば
汚
水
の
行
き
場
は
ど
う
な
る
の

か
？
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
る

下
水
道
へ
の
感
謝
を
四
年
生
の
作
者
に

教
え
ら
れ
ま
し
た
。 

 



選者 雫石隆子 
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入 

選 

米
と
水 

あ
る
だ
け
で
い
い 

あ
り
が
た
い 

若
林
区 

岡
部 
祐
子 

 

入 

選 

節
水
で 

地
球
に
や
さ
し
い 

恩
返
し 

宮
城
県
仙
台
二
華
中
学
校
二
年 

堀
江 

千
咲    

 

【
評
】 

今
年
は
米
不
足
も
大
き
な
社
会
問
題
で

し
た
。
日
本
人
の
主
食
で
あ
る
お
米
の
不

足
は
社
会
不
安
を
も
た
ら
し
、
農
政
批

判
も
叫
ば
れ
て
農
水
大
臣
の
更
迭
に
発

展
し
ま
し
た
。
米
の
栽
培
に
成
長
に
必
須

の
ア
イ
テ
ム
は
水
で
す
。
作
者
は
「
生
き

る
」
た
め
に
は
米
と
水
だ
、
と
究
極
の
気
づ

き
を
作
品
に
し
ま
し
た
。 

  

【
評
】 

有
難
い
こ
と
に
仙
台
に
住
ん
で
断
水
の
経

験
は
、
東
日
本
大
震
災
の
時
だ
け
で
す
。

今
年
の
猛
暑
に
も
水
不
足
は
あ
り
ま
せ

ん
。
水
資
源
を
大
切
に
す
る
こ
と
は
地
球

に
や
さ
し
い
！
日
々
の
節
水
が
水
の
星
へ
の

恩
返
し
で
す
。 

 



選者 雫石隆子 
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入 

選 

水
不
足 

あ
ふ
れ
る
水
に 一

喜
一
憂 

宮
城
教
育
大
学
附
属
中
学
校
一
年 

山
田 
知
佳 

 

入 

選 

下
水
道 

暮
ら
し
支
え
る 黒

子
な
り 

青
葉
区 

佐
々
木 

愛    

 

【
評
】 

今
年
の
夏
を
象
徴
的
に
表
し
た
作
品
で

す
。
水
不
足
は
県
内
の
あ
る
ダ
ム
の
貯
水

率
は
ゼ
ロ
％

と
言
う
報
道
に
は
び
っく
り

し
ま
し
た
。
ま
さ
に
下
五
の
「
一
喜
一
憂
」

の
熟
語
の
選
び
が
素
晴
ら
し
い
。 

  

【
評
】 

下
水
管
の
腐
蝕
で
道
路
陥
没
事
故
の
ニ
ュ

ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
一
帯
の
住
民

の
暮
ら
し
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し

た
。
こ
の
句
の
面
白
さ
は
、
「
黒
子
」
で
す
。

古
来
か
ら
演
劇
で
演
技
者
の
装
束
を
直

し
た
り
す
る
役
で
す
が
、
裏
で
操
る
人
、

表
に
出
ず
に
事
を
処
理
す
る
人
に
喩
え
て

見
事
で
す
。 
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【講評】 選者 鈴木 俊光 

（アナウンサー・パーソナリティ 元東北放送） 
 

 

今年ほど水を、麦茶を、アイスを飲んだり食べたりした

夏はなかったように思います。それにしても暑い、いや熱

かった。去年は地球は沸騰していると言われましたが、

今年は何と言えばいいのでしょうね。 

気温もさることながら、雨の降り方も台風の発生過程

も異常でした。線状降水帯のニュースの隣でダムの渇

水のニュースだなんて。また三陸沿岸で伊勢エビが出

荷できるほどの水揚げとなったというニュースの隣で鮭

（サケ）が姿を消したというニュース。あれもこれも全て地

球温暖化・海水温の上昇が元だといいます。 

そんな毎日の中で取り組んでいただいた、暮らしと水

の川柳には 674句の応募がありました。 

今年も何度も何度も読み返し各賞を決めました。



選者 鈴木俊光 

13 

 

ジ
ュ
ニ
ア
賞 

水
パ
ワ
ー ト

マ
ト
・ヒ
マ
ワ
リ 

生
き
か
え
る 

仙
台
市
立
蒲
町
小
学
校
三
年 

佐
藤 
奏
汰 

 

特 

選 打
ち
水
で 

ジ
ュ
ッ
と
鳴
か
せ
る 

ア
ス
フ
ァ
ル
ト 

仙
台
市
立
八
木
山
中
学
校
三
年 

田
中 

幸
一    

 

【
評
】 

水
不
足
で
元
気
の
な
い
野
菜
や
草
花
も
お

水
を
あ
げ
る
と
た
ち
ま
ち
元
気
に
な
り
ま

す
。
水
の
力
っ
て
す
ご
い
で
す
よ
ね
。
た
ま

に
肥
料
も
あ
げ
ま
す
が
、
ま
さ
に
「
水
パ
ワ

ー
」
小
学
校
三
年
生
の
素
直
な
目
線
を
感

じ
ま
す
。 

  

【
評
】 

猛
暑
の
夏
を
こ
の
一
句
で
表
現
し
ま
し

た
。
滑
り
台
や
ブ
ラ
ン
コ
も
使
用
禁
止
、

プ
ー
ル
サ
イ
ド
に
座
っ
て
い
て
お
尻
に
火

傷
（
や
け
ど
）
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
「
ジ
ュ
ッ
」
が
暑
さ
へ
の
緊
張
感
を
漂
わ

せ
て
い
ま
す
。 

 



選者 鈴木俊光 
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秀 

逸 長
話 

水
で
薄
め
て 聞

き
流
す 

宮
城
県
仙
台
向
山
高
等
学
校
一
年 

齋
藤 
百
花 

 

秀 

逸 か
き
氷 

夏
の
ひ
と
と
き 

溶
け
て
ゆ
く 

宮
城
県
仙
台
二
華
中
学
校
二
年 

菅
原 

綾    

 

【
評
】 

作
者
曰
く
、
こ
の
水
は
学
校
に
持
参
す
る

水
筒
の
水
で
、
学
校
内
の
こ
と
を
詠
ん
だ

と
い
い
ま
す
。
と
な
る
と
長
話
の
主
は
・
・
・
。

想
像
は
つ
き
ま
し
た
。
実
に
大
人
の
感
覚

の
句
。 

  

【
評
】 

暑
か
っ
た
夏
の
ひ
と
コ
マ
。
た
ち
ま
ち
溶
け

た
か
き
氷
。
「
暑
い
暑
い
」
と
言
っ
て
い
る
う

ち
に
一
日
一
日
が
過
ぎ
、
夏
休
み
も
溶
け

る
よ
う
に
終
わ
って
し
ま
い
ま
し
た
か
。 

 



選者 鈴木俊光 
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入 

選 夜
の
海 

地
球
の
い
び
き 

聞
こ
え
る
よ 

仙
台
市
立
長
町
小
学
校
三
年 

刈
谷 
航
大 

 

入 

選 雨
こ
い
し 草

木
う
つ
む
く 

夏
の
庭 

青
葉
区 

佐
々
木 

愛    

 

【
評
】 

き
れ
い
に
浄
化
さ
れ
海
に
戻
っ
て
き
た
生

活
用
水
。
ま
た
雲
に
な
り
雨
に
な
る
ま
で

の
ひ
と
休
み
の
時
間
、
打
ち
寄
せ
る
波
音

は
ま
さ
に
い
び
き
、
ぐ
っ
す
り
寝
て
い
る
よ

う
で
す
。 

  

【
評
】 

宮
城
県
は
特
別
雨
の
少
な
い
夏
で
し
た
。

一
部
の
ダ
ム
は
カ
ラ
カ
ラ
に
、
水
田
も
ひ
び

割
れ
し
て
い
ま
し
た
。
稲
の
生
育
を
心
配

し
ま
し
た
が
、
農
家
の
皆
さ
ん
の
頑
張
り

で
何
と
か
お
い
し
い
お
米
に
な
っ
た
よ
う
で

す
。
庭
木
へ
の
水
や
り
も
大
変
で
し
た
。 
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入 

選 蛇
口
ま
で ま

ち
の
血
管 

水
運
ぶ 

宮
城
県
仙
台
二
華
中
学
校
三
年 

鏡
谷 
芽
生 

 

入 

選 雪
道
に 

萩
が
咲
い
た
よ マ

ン
ホ
ー
ル 

仙
台
市
立
長
町
小
学
校
五
年 

髙
橋 

成
実    

 

【
評
】 

上
下
水
道
、
雨
水
管
は
動
脈
、
静
脈
だ
と

す
れ
ば
、
家
に
入
る
水
道
管
や
散
水
ホ
ー

ス
は
確
か
に
血
管
で
あ
り
毛
細
血
管
で
す

ね
。
血
液
が
洩
れ
て
い
れ
ば
貧
血
に
、
蛇

口
は
し
っか
り
締
め
な
い
と
。 

  

【
評
】 

今
デ
ザ
イ
ン
マ
ン
ホ
ー
ル
が
人
気
で
す
。
仙

台
市
の
花
「
萩
」
の
マ
ン
ホ
ー
ル
は
地
味
な

が
ら
深
い
味
わ
い
が
あ
り
ま
す
。
特
に
雪

道
で
は
く
ぼ
み
に
雪
が
入
っ
て
ま
る
で
版

画
の
よ
う
。
ま
も
な
く
降
る
（
で
あ
ろ
う
）

雪
の
日
に
確
か
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

 



選者 鈴木俊光 

17 

 

入 

選 雨
の
音 

ね
こ
と
眺
め
る 

タ
チ
ア
オ
イ 

仙
台
育
英
学
園
高
等
学
校
一
年 

宮
田 
ち
ぐ
さ 

 

入 

選 カ
ラ
コ
ロ
と 水

筒
が
鳴
る グ

ラ
ウ
ン
ド 

宮
城
県
仙
台
二
華
中
学
校
二
年 

大
沼 

風
治
朗    

 

【
評
】 

晴
天
続
き
の
中
、
雨
は
歓
迎
す
る
も
の

の
、
そ
ろ
そ
ろ
止
ん
で
ほ
し
い
な
と
外
を
眺

め
る
ひ
と
り
と
一
匹
。
そ
こ
に
す
ら
り
と

垂
直
に
の
び
る
タ
チ
ア
オ
イ
が
涼
し
げ
で

す
。 

  

【
評
】 

氷
を
沢
山
入
れ
た
水
筒
持
っ
て
の
部
活
。

氷
を
い
れ
な
い
と
す
ぐ
お
湯
に
な
っ
て
し
ま

う
ほ
ど
で
し
た
。
給
水
タ
イ
ム
は
あ
ち
ら

こ
ち
ら
か
ら
カ
ラ
コ
ロ
と
涼
し
げ
な
音
が
、

氷
が
全
部
溶
け
る
前
に
蛇
口
で
補
給
の
繰

り
返
し
で
し
た
ね
。 

 



選者 鈴木俊光 
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入 

選 シ
ャ
ワ
ー
浴
び 

心
の
曇
り
も 

海
へ
旅 

泉
区 

櫻
井 
慎
也 

 

入 

選 待
ち
わ
び
る 

ひ
と
し
ず
く
に
も 

芽
の
ち
か
ら 

多
賀
城
市 

鈴
木 

結
依    

 

【
評
】 

確
か
に
シ
ャ
ワ
ー
の
水
は
、
汚
水
と
し
て
下

水
道
か
ら
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
き
れ
い
な
水

と
な
り
、
川
や
海
へ
放
流
さ
れ
ま
す
。
日

頃
の
疲
れ
も
心
の
曇
り
も
傷
も
全
て
浄
化

し
て
く
れ
そ
う
で
す
ね
。
「
あ
び
」
と
「
た

び
」
の
音
の
遊
び
も
巧
み
で
す
。 

  

【
評
】 

今
年
の
植
物
た
ち
、
水
を
求
め
て
ど
こ
ま

で
根
を
延
ば
し
た
の
で
し
ょ
う
。
一
滴
ひ
と

し
ず
く
を
待
っ
て
い
た
芽
も
あ
っ
た
に
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。
後
は
根
を
張
り
き
っ
と
生

き
延
び
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

 



選者 鈴木俊光 
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入 

選 皿
洗
い 

夏
だ
け
ち
ょ
っと 

好
き
に
な
る 

泉
区 

久
保 
奏
子 

 

入 

選 水
を
止
め 蛇

口
に
一
言 

あ
り
が
と
う 

若
林
区 

白
井 

賞    

 

【
評
】 

台
所
仕
事
は
全
て
が
大
変
で
す
が
、
特
に

夏
場
の
揚
げ
物
は
お
断
り
、
ス
ー
パ
ー
の
お

惣
菜
で
と
い
う
方
多
い
よ
う
で
す
。
で
も

水
を
流
し
な
が
ら
の
お
皿
洗
い
、
こ
れ
は

気
持
ち
よ
さ
そ
う
。
ジ
ャ
ー
っ
と
い
う
音
も

涼
を
呼
び
ま
す
。 

  

【
評
】 

水
の
有
り
難
さ
を
何
度
も
感
じ
た
夏
で

し
た
。
心
か
ら
思
い
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
と
。
無
駄
に
し
ま
い
と
。
そ
も
そ
も
水

道
水
が
そ
の
ま
ま
飲
め
る
国
は
ネ
ッ
ト
に

よ
り
ま
す
と
日
本
の
他
８
カ
国
し
か
な
い

そ
う
で
す
よ
。 
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入 

選 雑
草
も 抜

く
に
抜
け
な
い 水

不
足 

若
林
区 

木
村 
ま
ゆ
み 

 

入 

選 雨
上
が
り 

仙
台
の
街 ピ

ッ
カ
ピ
カ 

仙
台
市
立
七
北
田
小
学
校
六
年 

久
保 

凛
夏    

 

【
評
】 

雑
草
に
は
手
を
焼
き
ま
し
た
。
太
陽
を
味

方
に
元
気
の
い
い
こ
と
伸
び
る
こ
と
、
取
って

も
抜
い
て
も
追
い
つ
き
ま
せ
ん
。
せ
め
て
雨

上
が
り
の
抜
き
易
い
時
に
と
思
っ
て
も
雨

が
な
い
。
雑
草
と
の
戦
い
に
敗
れ
た
私
で

す
。 

  

【
評
】 

チ
リ
や
ほ
こ
り
を
洗
い
流
し
た
雨
上
が
り

は
空
気
も
澄
ん
で
、
街
は
生
き
返
っ
た
感

じ
。
ま
し
て
新
緑
の
季
節
の
仙
台
は
格

別
、
街
全
体
が
ペ
ン
キ
塗
り
た
て
。
作
者
は

仙
台
に
越
し
て
き
て
高
台
の
マ
ン
シ
ョ
ン
か

ら
見
た
と
き
の
印
象
を
詠
み
ま
し
た
。 
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【講評】 選者 佐藤 秀樹 

（仙台市建設局長） 
 

 2025仙台市下水道フェア第２4回川柳コンクールに、

たくさんのご応募をいただき、誠にありがとうございます。今

年も、「くらしと水」、「下水道」をテーマとして、幅広い年

代の方々から思いのこもった素晴らしい作品をご応募い

ただきました。 

 近年は記録的な暑さや大雨・台風など、私たちの暮ら

しを取り巻く水の課題が一層身近に感じられるようになっ

ています。その中で、水の恵みや防災への願いを詠ん

だ句、日常の中で下水道が果たしている役割に気づか

される句など、多様な視点で表現いただきました。今年

は雨が少なく、水不足について詠んだ句も多くありました。

また、マンホールのデザインを楽しんでいただいていること

が伝わってくる句や、見えない地下の下水道管を想像し

ていただいた句もあり、大変嬉しく思います。 

 寄せられた句の一つ一つには、環境を大切に思う気

持ちや、日常を見つめる豊かな感性が息づいており、読

むたびに新たな発見や共感を覚えました。本コンクール

が、水や下水道の大切さを考えるきっかけとなり、また、

川柳を通じて日々の暮らしに潤いを添えるものとなれば

幸いです。 

来年も多くの方々のご応募を心よりお待ちしております。
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ジ
ュ
ニ
ア
賞 

マ
ン
ホ
ー
ル ふ

た
見
比
べ
て 

美
術
館 

宮
城
教
育
大
学
附
属
小
学
校
五
年 

山
田 
史
佳 

 

特 

選 雨
よ
ふ
れ か

ら
っぽ
ダ
ム
に 

プ
レ
ゼ
ン
ト 

仙
台
市
立
長
町
小
学
校
三
年 

刈
谷 

航
大    

 

【
評
】 

マ
ン
ホ
ー
ル
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
今
や
各
地
で

工
夫
を
凝
ら
し
て
い
て
、
目
を
見
張
る
も

の
ば
か
り
で
す
。
さ
な
が
ら
美
術
館
で
展

示
さ
れ
て
い
る
作
品
の
よ
う
で
す
ね
。
こ
れ

か
ら
も
デ
ザ
イ
ン
マ
ン
ホ
ー
ル
を
楽
し
ん
で

頂
け
た
ら
嬉
し
く
思
い
ま
す
。 

  

【
評
】 

今
年
の
夏
は
、
猛
暑
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

ダ
ム
の
水
が
ほ
と
ん
ど
無
く
な
っ
た
と
の
ニ
ュ

ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
の
ど
が
カ
ラ
カ
ラ
の

ダ
ム
に
水
を
贈
り
た
い
と
の
優
し
い
思
い
が

伝
わ
る
一
句
と
感
じ
ま
し
た
。 
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秀 

逸 水
学
び 

未
来
へ
つ
な
ぐ 

子
ど
も
た
ち 

太
白
区 

加
藤 
宏
樹 

 

秀 

逸 米
不
足 追

い
打
ち
か
け
る 水

不
足 

宮
城
県
仙
台
二
華
中
学
校
二
年 

木
戸 

心
彩    

 

【
評
】 

水
は
、
生
活
に
無
く
て
は
な
ら
な
い
も
の

で
、
そ
の
大
切
さ
を
学
ぶ
子
ど
も
た
ち
。
学

ん
で
考
え
た
こ
と
を
し
っか
り
と
つ
な
げ
て
い

っ
て
ほ
し
い
と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
一

句
と
感
じ
ま
し
た
。 

  

【
評
】 

お
米
も
お
水
も
、
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か

せ
な
い
も
の
で
あ
り
、
大
切
で
あ
る
こ
と
を

実
感
さ
せ
ら
れ
た
こ
の
夏
で
し
た
。
水
の

な
い
田
ん
ぼ
を
見
て
、
今
年
の
お
米
は
大

丈
夫
か
な
と
思
う
気
持
ち
が
伝
わ
る
一

句
で
し
た
。 
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入 

選 

お
水
さ
ん い

って
ら
っし
ゃ
い 

ま
た
き
て
ね 

仙
台
市
立
連
坊
小
路
小
学
校
二
年 

関
根 
麻
友 

 

入 

選 

排
水
溝 

落
ち
葉
を
掃
い
て 危

機
管
理 

青
葉
区 

木
村 

鏡
子    

 

【
評
】 

使
っ
た
水
は
、
下
水
道
な
ど
を
巡
っ
て
、
ま

た
使
え
る
水
と
な
っ
て
戻
っ
て
き
ま
す
。
水

が
循
環
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
様
子
を
と

て
も
素
直
な
言
葉
で
表
現
さ
れ
た
句
と

感
じ
ま
し
た
。 

  

【
評
】 

排
水
溝
の
こ
ま
め
な
清
掃
も
、
排
水
を
溢

れ
さ
せ
な
い
よ
う
に
私
た
ち
に
で
き
る
大

切
な
こ
と
の
一
つ
で
す
。
未
然
に
防
ぐ
た
め

に
行
って
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
感
謝
い
た

し
ま
す
。 
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入 

選 

夏
の
陽
に 

水
筒
並
ぶ プ

レ
イ
ボ
ー
ル 

仙
台
市
立
南
吉
成
中
学
校
一
年 

岩
田 
零 

 

入 

選 

母
親
と 

湖
の
ぞ
き 

そ
っく
り
だ 

仙
台
市
立
燕
沢
小
学
校
四
年 

小
野
寺 

よ
り
か    

 

【
評
】 

暑
い
夏
の
日
の
試
合
、
水
分
補
給
の
た
め
に

用
意
し
た
水
筒
が
並
ん
で
い
ま
す
。
準
備

万
端
で
、
い
よ
い
よ
こ
れ
か
ら
試
合
が
始

ま
る
瞬
間
を
切
り
取
っ
た
、
緊
張
感
が
伝

わ
って
く
る
一
句
と
感
じ
ま
し
た
。 

  

【
評
】 

思
わ
ず
微
笑
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
湖
面

に
映
っ
た
親
子
の
顔
。
普
段
は
あ
ま
り
並

ん
で
鏡
を
み
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
仲
の
良
い
親
子
の
情
景
が
浮
か
ん
で

く
る
一
句
と
感
じ
ま
し
た
。 
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入 

選 

生
活
を 

影
で
支
え
る 

地
下
の
川 

仙
台
市
立
将
監
中
学
校
一
年 

福
島 
羽
琉 

 

入 

選 

雨
上
が
り 地

下
帝
国
行
き 

荒
れ
る
側
溝 

宮
城
県
仙
台
二
華
中
学
校
二
年 

佐
々
木 

百
合
子 

 

   

 【
評
】 

表
に
は
見
え
な
い
下
水
道
管
で
す
が
、
生

活
の
中
に
あ
っ
て
、
大
き
な
働
き
を
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
を
地
下
の
川
と
例
え
、
大
切

さ
へ
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
一
句
と
感

じ
ま
し
た
。 

  

【
評
】 

大
雨
の
後
に
、
雨
水
が
音
を
た
て
て
、
側

溝
へ
ど
ん
ど
ん
吸
い
込
ま
れ
て
い
く
様
子

を
、
地
下
帝
国
行
き
と
の
表
現
さ
れ
て
い

た
と
こ
ろ
が
、
と
て
も
ユ
ニ
ー
ク
で
面
白
い
と

感
じ
た
一
句
で
し
た
。 
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入 

選 

祖
父
の
手
が 

つ
な
げ
た
水
と く

ら
し
の
わ 

宮
城
県
仙
台
二
華
中
学
校
二
年 

大
友 
胡
雪 

 

入 

選 

下
水
道 

油
流
さ
ず き

れ
い
に
ね 

仙
台
市
立
燕
沢
小
学
校
四
年 

伊
藤 

澄
人 

 

   

 

【
評
】 

お
じ
い
さ
ま
が
仕
事
で
つ
な
げ
た
水
が
、

人
々
の
暮
ら
し
も
つ
な
げ
て
い
る
こ
と
に
、

深
い
感
銘
を
受
け
た
の
で
し
ょ
う
。
お
じ
い

さ
ま
の
仕
事
に
対
す
る
尊
敬
の
念
を
感
じ

た
一
句
で
し
た
。 

  

【
評
】 

多
く
の
油
を
排
水
口
へ
流
す
と
、
下
水
道

が
詰
ま
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
安
心
し
て

下
水
道
を
使
って
い
た
だ
く
た
め
に
も
、
気

を
付
け
た
い
こ
と
へ
の
思
い
を
、
わ
か
り
や

す
く
読
ん
だ
一
句
と
感
じ
ま
し
た
。 
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入 

選 

打
ち
水
で 自

然
の
ク
ー
ラ
ー 

ス
イ
ッ
チ
オ
ン 

泉
区 

久
保 
奏
子 

 

 

入 

選 

雨
が
な
い ぼ

く
の
あ
せ
も 

も
った
い
な
い 

仙
台
市
立
枡
江
小
学
校
四
年 

鈴
鴨 

怜
生    

 

【
評
】 

暑
い
夏
に
は
、
も
は
や
ク
ー
ラ
ー
は
必
需

品
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
打
ち
水
と
い

う
水
の
力
を
生
か
し
た
方
法
で
、
涼
を
呼

ぶ
工
夫
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
環
境
に
も
配

慮
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。 

  

【
評
】 

水
不
足
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
自

分
の
汗
の
一
滴
も
、
無
駄
に
で
き
な
い
と

思
え
た
よ
う
で
す
ね
。
あ
せ
る
気
持
ち
も

重
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
と
て

も
納
得
の
い
く
一
句
で
し
た
。 
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29 

入 

選 

よ
ー
い
ド
ン
‼ 

じ
ゃ
口
に
直
行 

ぼ
く
の
勝
ち 

仙
台
市
立
折
立
小
学
校
五
年 

今
井 

駿
之
介 

 

 

入 

選 

水
不
足 み

ん
な
で
変
え
よ
う 

温
だ
ん
化 

仙
台
市
立
柳
生
小
学
校
四
年 

坂
口 

こ
こ
ろ    

 

【
評
】 

暑
い
日
に
は
、
水
を
欲
し
ま
す
ね
。
い
ち
早

く
水
に
あ
り
つ
き
た
い
た
め
に
、
飛
び
競
争

し
た
情
景
が
浮
か
ん
で
き
ま
す
。
躍
動
感

に
加
え
達
成
感
も
あ
り
、
テ
ン
ポ
の
良
い

一
句
と
感
じ
ま
し
た
。 

  

【
評
】 

地
球
温
暖
化
の
影
響
で
、
気
候
変
動
に
よ

り
、
水
資
源
が
不
安
定
に
な
る
こ
と
も
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
。
困
る
こ
と
が
起
き
な
い

よ
う
に
、
地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て
み

ん
な
で
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す

ね
。 

 



選者 仙台市下水道フェア実行委員会 
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実
行
委
員
会
特
別
賞 

地
下
満
杯 

「も
う
飲
め
な
い
よ
」 

マ
ン
ホ
ー
ル 

仙
台
市
立
長
町
小
学
校
六
年 

刈
谷 
芽
依 

 

実
行
委
員
会
特
別
賞 

出
来
る
な
ら 集

中
豪
雨 

ダ
ム
の
上 

富
谷
市 

青
木 

伶
奈    
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2025仙台市下水道フェア 

第 3回デザインマンホールコンテスト 

 

  

デザイン説明 

仙台の祭りや伝統をピックアップして、一つにまとめて描くことができました。 

イラスト同士のつながりを意識し、仙台の良さを伝えられるとうれしいです。 

最優秀賞 
仙台市立仙台工業高等学校 2年 

李 預民 さん 
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ジュニア賞（小学校低学年） 
仙台市立大野田小学校 2年 

 

松本 萌花 さん 
 

デザイン説明 

下水処理されてきれいになった海の水 

で楽しく泳ぐ生き物たち 

 

ジュニア賞（小学校高学年） 

仙台市立国見小学校 5年 

 

佐藤 杏唯子 さん 
 

デザイン説明 

きれいな水のおかげで仙台の春夏秋冬の

行事が守られているのを表現しました。 

 

ジュニア賞（中学生） 

仙台市立第一中学校 2年 

 

星澤 美冬 さん 
 

デザイン説明 
杜の都れんが下水洞窟をモデルに、私が、下

水道の中で踊っているかんたくんとすずめに出

会った場面を想像して描きました。下水道が自

分たちの「くらし」につながっているイメージ

で、中央の森をリアルにしました。また、奥が明

るくて手前が暗い光の表現を工夫しました。 
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仙台市立八幡小学校 3年 

小野 琴峯 さん 

仙台市立川前小学校2年 

橋本 葵 さん 

仙台市立柳生小学校 3年 

佐藤 しずく さん 

仙台市立五橋中学校 2年 

佐藤 睦 さん 
仙台市立中田中学校 3年 

山嵜 朱莉 さん 

入選 



 

 

2025仙台市下水道フェア 

第 3回デザインマンホールコンテスト 

応募者数 

 人 数 作 品 数 

小 学 生 65校  235名 260枚 

中 学 生 12校   23名 24枚 

小 計 77校  258名 284枚 

一 般 40名 46枚 

合 計 298名 330枚 

 

入賞作品設置場所 

 
※ 令和８年１月から約１年間設置予定  



 

 

    


